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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年4月18日(2013.4.18)

【公表番号】特表2012-519196(P2012-519196A)
【公表日】平成24年8月23日(2012.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-033
【出願番号】特願2011-552360(P2011-552360)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4985   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４０　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4985  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 519/00    ３１１　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月1日(2013.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３０】
　ＤＣＭ（５ｍｌ）中の酸Ｓ２（２５０ｍｇ、０．６２５ｍｍｏｌ、１．０当量）の懸濁
液に、ＤＩＰＥＡ（２５０μｌ、１．２５ｍｍｏｌ、２．０当量）およびＨＡＴＵ（３３
２ｍｇ、０．８７５ｍｍｏｌ、１．４当量）を０℃で添加し、同じ温度で１５分間攪拌し
た。ＤＣＭ（３ｍｌ）中のアミンＡ５６（０．７５ｍｍｏｌ、１．２当量）の溶液を反応
混合物に添加し、ＲＴで１６時間攪拌した。反応混合物をＤＣＭ（７５ｍｌ）で希釈し、
飽和ＮＨ４Ｃｌ溶液（３０ｍｌ）、飽和ＮａＨＣＯ３溶液（３０ｍｌ）、水（３０ｍｌ）
、塩水（３０ｍｌ）で洗浄した。有機層をＮａ２ＳＯ４上で乾燥させ、減圧下で濃縮して
粗生成物が得られ、これをカラムクロマトグラフィ（中性アルミナ、０．５％のＭｅＯＨ
／ＤＣＭ）によって精製して、所望の生成物がオフホワイトの固体として生じた。
収率：３１％（１２０ｍｇ、０．１９６ｍｍｏｌ）。
ＭＳ、Ｒｔ＝３．４分、ｍ／ｚ＝６１３．０［ＭＨ］＋
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